
(様式 11－1) 

(海外特別研究員事業) 

平成   年  月  日 
 

独立行政法人 日本学術振興会 理事長 殿 

採 用 年 度  

受 付 番 号  

氏       名                    

（自署又は押印） 

 

計画変更理由書（派遣期間短縮） 
 

記 
 

1. 理  由：  平成   年   月   日付けで 

 ア． 就職等のため  

（機関名・職名：                                  ） 

（該当するものそれぞれに○を付けてください） 

【常勤・任期付常勤・非常勤・その他】 

【研究職・非研究職】 

【日本国内・国外】 

（任期：     年、更新について：                        ） 
 

 イ． 他のフェローシップ等受給のため 

（フェローシップ等名称：                              ） 
 

 ウ． その他 

 

 

 

 

 
 

2. 派遣終了日： 平成   年   月   日 

 

3. 緊急連絡先（海外特別研究員本人以外で日本国内のものに限る。必須。） 

〒                                             

Tel：                e-mail：                       

氏名：                                  (続柄：             ) 

 
（注）① 理由について、該当するものに○を付けてください。「ウ．その他」に該当する場合には、その内容を具体的に記入してく

ださい。 

② 就職等の場合は、その職名を常勤・非常勤の別（民間企業等の場合は、研究職・非研究職の別）も記入してください。ま

た、常勤職であれば任期の有無について区分し、任期のある場合は任期についても記入してください。なお、任期の更新

が可能である場合には、更新可能な年数や最長更新時の任期最終日等、最長でいつまで更新可能かがわかるように記入し

てください。 

③ 「3. 緊急連絡先」には、派遣期間短縮手続中及び派遣期間終了後の緊急連絡先を記入してください。なお、緊急連絡先に

ついては、日本国内において、海外特別研究員本人以外で、日中必ず連絡が可能な連絡先を記入してください。 

④ 海外特別研究員としての派遣期間を短縮し研究を終了することについて、受入研究者からの承諾を得たうえ、その旨記載

された承諾書原本を併せて提出してください。 


